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まえがき

学校に電子計算機を導入して多ぜいの学生に実習の機会を与えることは,情報化社会の進展
のための重要な布石である。その電子計算機はたくさんのプログラムを次々と能率よくさば く

ことができなければならない。

ミニコンピュータは値段が手 ごろであるという点に大 きい魅力があるが,従来は,た とえば
FORlRA,Nの コンパイラの性能が たいへんわる くて, 小 さい仕事をた くさんさば〈のには過

合 していないきらいがあった.そのかもな理由は目的プログラムをいったんバンチして出さね
ばならないという点にある。そこで,目 的プログラムを外へ出さないですむようなコンパイラ

がほ しいということになる。さらに一歩を進めて,コ アに常駐するコンパィラで,ある程度の

性能を備えた ものがあれば,さぞ よかろうという考えが出てくる。

ところが,日 本の メーカさんたちは, この点に関する認識が不足 しているのか, どうもそ う
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いうソフ トウェアをちっとも供給 して〈れない.あたってみても,た いていのところは,い っ

こうに興味を示 さない .ユ ーザである学校の先生がたも,そ ういうことは望んでも無理なのか

なと,なかばあきらめたような傾向がある.

そこで,ひ とつ こういう社会通念に挑戦 してみようではないか, というのが今回のコンクー

ルのねらいである。メーカのクロウトがやらないならシロウトでや ってみようというわけであ

る。もちろん, この場合は「 アマ規定」を適用する必要はないので, プロでも参加 してさしつ

かえないことにした。

以下にその経過 と成果の概要を記述する.

l.コ ンクール実施にいたるまでのいきさつ

日本経営情報開発協会の教育問題研究委員会 (委員長 北川敏男氏 )には,昭和 44年度に三

つの部会が設け られたが,その一つである大学教育問題部会 (主査 森 口)は,昭和 44年 7月

30日 に「高専・高校における電子計算機の標準仕様および設置基準に関する討論会」を催 し

た.その席上,ユ ーザー側からは値 |:生 (500万～ looo万円),プ ログラム用の言語 (FORT

RAN,COBOL,な ど),入出力の性能,お よび事務処理への適用性について問題が提起 され ,

これに対 してメーカー側からある程度具体的なデータの提示があり,討論がなされた。 (〔 1〕 ,

pp。 111へ′209)

この討論の中で筆者は,4キ ロ語の コア容量をもっている機械で,その一部 (た とえば半分

の 2キ ロ語 )に コンパィラを常駐させ,残 りの部分に目的プログラムを作 り出 してす ぐ実行さ

せ るようにすると,学生の実習用のプログラムをた〈さん次 々とさばいてい〈ようなときに能

率が よいであろう.そのためには言語の仕様をどれ ぐらい切 りつめる必要があるだろうか.と

いう問題を提出 した .これに対する討論は時間の関係で割愛されたが,そのかわり, これに関

する意見を文書で提出 してもらい, とりまとめることとな った。

しかし, ユーザーたる学校側とメーカー側との回答を総合 してみたところ,「 ・̈使用言語

(FORTRAN)に ついてかなりの制限を加えなければならないし,こ のようなコンパィラの制

作はむずかしい.…」ということになり,次の2案が標準仕様として適当と判断された (〔1'9

p.216).

星上塞  4キ ロ語の コアと,容量 200キ ロバイ ト程度の ドラム または ディスクを使用 し,

JIS FORTRANの 水準 3000の ものをそのまま使うこと。

第 2塞  8キ ロ語のコアで直接 コンパィル・アン ド・ゴウを行ない,JIS FORTRANの

水準 3000の ものに若干の制限を刀口えた ものを使 うこと。

この「制限」として考えられるものは,具体的には次のようなものであった (〔1〕 ,pp.

221～226).

1。 文字欄中の文字 をFORTRA:N用 文字に限定 する .

2。 継続行は 2行 まで (開始行を含めて 3行 まで)と し,1～ 5けたは空白とす る .
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aA.英 字名は 1～ 4個の英赦字 よりなる .
B.式の番号は 4け たまでとし,右づめて書〈.

4。 データの型は整数型のみとする .

5。 配列は 1次元のみとする。

は 添字式は υ+ん ,υ ―ル,υ ,た の形のもののみとする .
7 文関数はやめる。
& 外部関数はやめる (た だし若干の保留をする ,。
9.べ き乗 (**)の 指数は正の整数値をとる整数型変数 または整定数のみとする
10* 算術代入文 υ=ι で, υとθの型は一致 していなければならないとする .
11。 計算形 GO TO文 はやめる .

12。
* PAUSE文

をやめる。

la A「  IЮの入れ子は許 さない (1重 だけとする).

B.DOの 入れ子の深さは 3重までとする .
14.ホ  DOの端末文は CONTINUE文 のみとする .
15。 DOの端末文を二つ以上の IЮが共有 してはいけないとする。

1げ  EЮ形並びを許 さない .

17* 入出力並ひの中に配列名を添字をして書 くことを許 さない .
18 入出力並びの中の配列要素の添字式は υまたはルの形のみとする。
19。 A.READ文 ,WRITE文 中の装置を:il:鵞別する番号としては定数のみを許す .

B.入 出力装置として,紙テープと, ヵ― ドと, プ リンタのみを考える。
20 補助入出力文 (REWIND, LACKSPACE, ENDFILE)を 許さない。
21。 書式なし入出力文をやめる。

22.COMⅦ ON文をやめる。
2a EQUIvALENCE文 をやめる .
24.欄 記述子を次の ものに限定する。
Flo d  E15。 8ま たは E208

1lo     π」りん1ん 2・・・ん
"

25「 記録の区切りを示す/′ を許さない .
26 E型入カデータの省略 した書き方を許さない.

なお,全体としてエラ_.メ ッセージは番号だけを出して別の表とくらべる方法をとる。

また,水準 3000に ないもののうち,次の二つを追刀口することが希望された.

27

2桟

論理 IF文の使用 (な らびにその中での比較演算子の使用 )を許すこと.

欄記述子にA型を認めること。
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(上記のうち,*印のついた項目に対してはユーザー側の反対意見が強かった。)

翌 昭和 45年度に,1司協会は,コ ンクール方式によって, コ7常駐の教育用フォ_ト ラン o

コンパィラを開発することを,事業の一つとして取り上げた.

2。 コンク ール実施経過

教育実習用FORTRANコ ンパィラ開発コンクールの実施に関連 して開かれた各種の会合わ

よびその議事内容を,日 付順に列挙 してみると次のとおりである。

S45。 05.25-第 1回教育問題常任委員会 .
S45。 0701-第 1回学校教育問題部会.基本方針。
S45。 o7。 17-第 2回部会.実施要項 (案 ).
S45。 0&26-教 育実習用コンパィラの開発コンクールに関する会合 (部会李員と国産 ミ
ニコンヒュータ0メ ーカ各社の代表が出席). 協力要請と細目の検討 .

S45。 09.28-コ ンパィラ開発コンタール専門委員会第 1回会合。実施要項,実施日程 .
く S4512.12-公 募締切。>
S45.12,16-1可第 2回会合.第一次審査 .

S4は 02。 03-― 同第 3国会合.第二次審査の審査方針および審査方法等 .

S4は 04。 21-同 第 4国会合.第二次
`|:1蓼

査 .規定問題の検討 .

S4は 0706-同 第 5回会合。「第 1類問題」の選択決定と「第 2類問題」の作威方針 .
S4600。 07-同 第 6回会合.応募者の作業進捗状況の報告,テスト用問題,最終審査方
針と審査基準 .

く S4儀 09。 30-作 品提出期限。)

S46D l(120-1司 第 7国会合.第一次審査の実施,第二次審査の基本方針,第二次審査の

ための融:題の選定,最終審査の方法,な ど。

<S4は 1■ 10～ 15-公 開審査>

S4は 11。 12-同 第 8国会合.第二次審査の実施,最終審査の方法,賞について,結果の

公表について.

S4611。 24-同 第 9国会合。最終審査結果の承認,授賞の方法と日時・場所,審査結果
の発表方法と日時 .

このほかに審査のための具体的な作業にあたる「作業部会」の会合が頻繁に開かれたが,こ

こには省略する。

3。 実 施要項

昭和 45年 9月 28日 の会合で決定された「実施要項」は, およそ次のような内容のもので

あり, これが多数印刷され,関係の深い学科 (25),大型計算機センター (5),雑誌 (15),

に送付され,ま たti缶会の広報紙 CUDIに もその内容が掲載された。
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〔目 的〕
電子計算機のコアに常駐する FORTR」Nコ ンパイラの開発に関するコンタールを実施する
ことにより,常駐コンパイラの必要性に対する社会の認『il義を高めるとともに,学校における
コンピュータ教育の推進に寄与することを目的 とする。

〔標準仕様 J

4Kワ ード(1ワ ート・ 16ビ ット換算 )程度以内の ミニ 0コ ンピュータを使用 し,そのコア
・メモリの一部にコンパィラを常駐させ,残りの部分に目的プログラムを作り出して,コ ン
パイル .ア ンド・ゴーを行なうことの出来るFORTRANコ ンパィラを開発する.
従って,FOR¶誡圏の JIS規格の趣旨を尊重することは望すしいが,その特定の水準に
は捉われず,将来あるべき高等学校 (商業高校,工業高校を含む)等の教科内容によく通合
するようなコンパイラで。 かっ,処理時間の短いものが望まれる .
〔応募資格J

(1)教育実習用 コンパィラの開発に熱意と実力を有する者はすべて参加できる。(メ ーカ,
ユーザ,専門家,非専門家の別は問わない。)

(2)メ ーカの応募者が,他のメーカの機種に応募した場合,第 1久審査の段階でその可否
を検討する。

(3)個人の応募に限定せず,グループの応募も認める。

(4リ  コンパイラ開発過程での個人のグループ化おょびグループの統合を認める。
〔応募方法〕

・応募期間 ill“和 45年 10月 20日 より同年 12月 12日 まで.

・ 申込用紙請求先  く省略 >

・ 申込先     く省略 >

〔審 査J
コンクールの審査については,専門審査奔員会を設けてこれに当る。審査は次の三段階とす
る。ただし,計算機を応募者自らが調達する場合には, 1次および 2次審査は行なわない.
(1)1次審査 (書類審査 )

書類審査を行ない。 メーカ提供の計算機使用可能定員以内に応募者を限定する。
(2)2次 :1離査 t中間審査 ,
コンパィラ開発の甲間段階 (機械使用時間約 10時間後 または約 2カ 月後のうちの早
い方 )で,開発可能性の有無を審査する.

(3, 3次審査 (最終審査 )

開発成果を最終的に審査する。

〔賞 J

優秀なものについては,賞状および賞金を授与する。

そのうち最優秀賞は100万円とする.
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〔開発に関する条件 J

O 使用計算機
コンパイラ開発に際し使用する計算機は|:コ産の ミニ 0コ ンピュータおよび ミニ・コンピ

ュータ相当のものとする.

計算1:幾を確保する方法 として次の 2通 りの方法がある。

(1)応募者自らが計算機を確保する.

(この場合には 1次および2次審査は行なわない)

(2)メ ーカの協力を得て計算機を借用する.その際,応募者,機械提供者はお互いに

良i:i我 をもって使用計画,使用口 :鶏する諸負担等につき取りきめを行なうこと。

(この場合には 1次, 2医 および 3久審査を行なう)

・ 計算機を提供するメーカおよび計算機は次の通 りである.(50音順 )

番号 会  社  名 機 種 型 記 憶 容 量

アイ電 子 測 器 株 式 会 社 AICOM・ C-4 4 1GV× 12ビ ット

沖電 気工業 株 式 会 社 OKITAC-4300 4 Ю V× 16ビ ット

CEC中 央電子 株式会社 CEC555-4 4 1GV× 12ビ ット

東京芝浦電 気株式会 社 TOSBAC-40

日 本 電 気 株 式 会 社 NEAC― I14

株 式 会 社 日立 製 作 所 HITAC-10 410V× 16ビ ット

7

8

富 士 通 株 式 会 社 FAC01ば一R 4 1GV× 16ビ ット

松下通信 i・L業 株式 会社 MACC-7/S 41ぐ″x16ビ ット

三菱ブレシジョン株式会社 1■GP-21 4 1GV× 32ビ ット*

8Kノ■ 卜=64Kビ ット

8即V× 8ビ ット

*記憶装置は Di scで ,容量は 8Kワ ード相当であるが, 1命令が 32ビ ット

にわたるので,実質的には 4Kワ ード相当である.

・  使用可能定数および時間数

1機種当 り使用割当数 (個人またはグループの数 )は 5以内とし,その割当の調整は

応募者の希望にもとづき専門審査委員会が行なう。 1人 (ま たは 1グループ)当 リメー

カの提供時間は約 100時間 (た だしPo T.R。つき.本体の使用時間のみとし, ォフラィ

ン機器の使用時間は含まない)と する .

また, 1人 (ま たは 1グ ループ)当 りの月間使用時間は 40時間以内 とする .

C 計算機使用場所 ,。 使用予定時間

計算 1;議 を使用する場所および使用予定時 1桐等については,機械提供者と応募者 との交

渉にまかせる .

・  消耗品

消耗品については,原則 として計算機提供時間内は機械提供者の負担 とする .
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0 メーカの技術的援助
(1),(2)を通 じて使用機の メーカのある程度の技術的援助は認める.

〔開発成果の取扱い」

完収 したコンパィラの外部仕様 とその性能は公知公用の知:i哉 とし,コ ンパイラの中床 (コ ー

ディング)については開発者に所有権があるものとする。

開発 したコンパィラの取得については,当該コンパィラの開発に専ら機械を提供 したメーカに
第 1次交渉権があるものとする。

交渉は, メーカと本人との直接交渉にまかせる.

〔基本的態度」

このコンクールは,あ 〈までその成果が社会的に役立つことを狙いとするものであるから,
応募者と機械提供者との間の折衝は,お互いに紳士的に,良識をもって行なうものとする。

4.層 募者 数お よび その推 移
昭和 45年 12月 12日 の締切日には総数 77件の応募があったが,そのうちの 9件 について
は使用機種の調整がつかず, コンクールには不参加となり,結局 68件が参加することとなっ
た。その機種別内訳は次の表のとおりである.

(昭和 45年 12月 現在 )

機 種 名   1自 己調達 借  用 :|ト

2

1

10

22

2

1

5

3

7

7

2

1

5

CEC555-4

DDP-316

FACOM― R

III TAC-10

JEC-6

JRA

MACC-7/′S

だ咀GP-21

NEAC―M4

0KITAC-4300

RTC-8

TK-70

TOSBAC-40

1

4

17

2

1

2

1

4

6

2

1

1

６

　

５

３

２

３

１

計 42 26 68

機械時間をメーカから借用する 26件の うち,第 2次審査 (S4は 04.21)を パス した もの
は 23件であった。
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その後,作業の進捗状況を知るために,応募者全員に確認書を発送した (S460804).

これに対する回答によれば,作業を継続 している者の数は次の表のとおりであった。

(昭和46年 8月 現在 )

機 種 名 自己調達者 借 用 者 計

TOSBAC-40

NEAC―M4

HITAC-10

FACOM― R

MACC-7/S

MCP-21

0KITaC-4300

R ICOЩヒー8

TK-70

1

0

3

1

1

1

2

2

1

0

2

1

2

1

1*

0

0

0

1

2

4

3

2

2*

2

2

1

計 12 7 19*

ホこのうち 1名 は詳細不明 .

最後に,作品の提出期限である昭和 46年 9月 30日 には次の表のような件数 となった。

(昭和 46年 9月 30日 現在 )

借  用 計

FACOIM― R

HITAC-10

MACC― ち//S

IMIGP… 21

NEAC― M4

0KITAC-4300

RTC-8

TOSB.AC-40

■

　

１

　

１

計「 10

機 種 名 自己調達

5。 入 賞者

提出された作品 10件のうち,第 1次審査の結果 6件が審査対象として残り, さらに第 2次

審査の結果 4件の入賞が確定した。この 4件については「公開審査」が行なわれた (S4611。

10～ 15).す なわち関係のメーカ(3社 )か ら機械を借用 し,協会の 1室に並べて,多ぜい

の高校・大学の先生方に実際に使ってみて意見を述べてもらったのである。
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そこまでの総合成績に基づいて1件が最優秀賞に選ばれた。

入賞者は次のとおりである .

最優秀賞     東京大学工学系大学院
(賞金 loO万円) 東京大学工学系大学院

(使用機種 :MACC-7/S)

優秀賞

(賞金 30万円リ

(樹0ソ フトウェアリサーチアノシエイツ

(使用機種 :OKITAC-4300)

東京大学工学系大学院

(使用機種 :FACOM―R),

武 市 正 人

米 沢 明 憲

常務 岸 田孝一
他 10名

鈴 木 則 久

高 橋  理
松 田 孝 子

優秀賞

〔賞金 30万円 )

俊秀賞

(賞金 30万円 )

東北大学大型計算機センター研究開発部長

東北大学大型計算機センター研究開発部助手

(使用機種 :OKITAC-4300)

6.評 価法 に ついて

提出締切日 (S4a09.30)に は次の資料を提出するよう,あ らかじめ応募者に連絡してあ
った.

L 言語の仕様 .

2. フォー トラン (JIS 3000)と の相違点 .
ユ コンパィラに必要な機器構成 .
4.操作手順書 .

5。 ジェネラル・ フローチ ャー トとその説明 .

a コンパイラのプログラム・ リス トとテープ.

7 自己のコンパィラの特徴を最 もよく発揮するように作成 した例題 3～ 5題について,

①例題の説明, ②プログラム・リスト, ③計算結果.

また 10月 20日 までに規定問題 10題 (Tl～ T10)を 送付 して,その処理時間および修正

個所を答えてもらった。

さらに第 2次審査 として, 5題の問題を送付 し,プ ログラムの大きさの限度を見るための問

題, コンパイラの丈夫さを見るための問題,お よび処理時間を測定するための問題を作 り,10

月22日 から11月 5日 までの間に,審査委員が立ち会 って審査 した。

これらの審査の過程で,資料の不備 ,条件の不道合などで失格 したもの 4件を除き,残 りの

6件については次の諸項目につき,それぞれ点数を定め,その合計点を求めて優秀賞および最

優秀賞を決定 した。
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番号 項   目 自己̀点 備 考

1 言 語 仕 様 20 重要な項目で差の出るもの 101固 を選び,そのそれぞれ

について実現度を採点 した .

マニュアルの書

き方とプログラ

ム例

10 委員の判定による。

プログラムの大きさおよびデータ部分の大きさ (実測に

よる).最高のものを 15点 とし,他は比例 .

3 ユーザ・ エ リア 15

4 速 度 20 四つの問題について,それぞれ時間×価格に逆比例する

点数 (最高 5点 )を定め,こ れを合計した .

5 精 度 5 加減乗除の結果,標準関数の値,お よひ入出力変換の精

度を実地に調べて採点 した.

6 虫 5 9月 30日 提出のテープについて,プ ログラムの小 さい

欠点 (虫 )が どれ ぐらい含まれているかをしらべて採点

した。

7 使い易さ・丈夫

さ

10 操作手順およびその手間を定量的に比較し,ま たユーザ

の書いたプログラムの誤りによってコンパィラがこわれ

ることがないかどうかをしらべた .

8 コンパィ ラか ら

の メッセージ

10 コンパイル終了時の情報 (メ モリoマ ップなど)お よび

エラー・メッセージを含め,その量と質をしらべた。

9 ソース・ テープ

の作 り易 さ

5 ソース・テープ作成に要する労力を比較 した。

言ト 100

7。 最 優秀作 品 につい て

最優秀賞を受けることとなった武市・米沢両君の作品について,その言語仕様およびコンパ

ィラの性能を以下に記す .

71 言語仕様
JIS FORTRメい1水準 3000に準 しているが,その相違点の中には水準 7000を 上まゎ

る機能も含まれている (本 印のもの).

プログラムの最初の行は最初の文字から,それ以後にはじめて行

あらわれる までをいう。他の行は

行の空自でない最初の文字がプである行 .

の までをいう

注釈行

―-1)5()――

の次の文字からその次
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英字名

文番号

型,混合演算

ベキ乗

添字式

自己夕」

DO文のパラメタ

入出力文

FORM.ATI文 :

手続き副プログラム

標準関数

COl‖ⅥON]文 :

EQUIVALENCE:文 :

PAUSEzて

補助入出力文

英字名は 1～ 4個の英数字の列で,最初の文字は英字 とする.

1～ 32767と する。

*実
数型,整数型の区別をしない .変数は 2語 (32ビ ット).

許 される .

*算
術式が許 される。

2次元まで。

*算
術式が許される.

*算
術式が許される.DO形並びは許されない .

欄記述子 としては γF γE γノ γ/π″ん1ん 2°°°ん" 
πXの

形のもの
*だ
けが許される (自 由書式入力,標準書式出力).

群反復は許 されない .

*几 E,ノ ,ズ のあとに JISで ″.α または りと書かれてい

る部分があってもさしつかえないが無意味である.出力の標

準書式は F12.4 E15。 7 ノ7 Иlで ある .

文関数 と組込み関数なし.

実引数が配列要素,仮引数が配列名 であってよい .

基本外部関数 として次の 6種をもつ .

SQRT,EXP,ALOG,SIN,COS,ATAN.

な し

なし

なし

なし

次の文の処理に移る

これてみると, §1に述べた「制限」項目のうち, 3A,7,12,16,17,19,20,21,
22,23だけが採用され,逆に 28が追加されていることになる。

72 エラ oメ ッセージ

(1)翻訳時に出るエ ラー・ メッセージ

?  種類       内      容         処     置

算術代入文,あ るいは文が識別でき
ない

SUBRouTINE3こ ,「IJNCT1 0N文 :
の誤 り

DIMENS10N文 の誤り

000

()01

002
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?  種類

003

0o4

0o5

oo6

0o7

0o8

009

010

()11

012

020

021

100

1()1

200

300

400

内 容 処 |ll

Do文の誤り

GO TO文 の誤 り

CALL文 の誤 り

IF文の誤 り

READ丈の誤 り

WRITE文 の誤 り

FO酬 AT文の誤 り

未定義の文香号がある

(IF,GO TO文に関するもの )

DOの入れ子構造が正 し〈ない。

又番号が再定義 されている .

手続き副プログラムが再定義されて

いる .

手続き副 プログラムの引数の数が制

限 (15個 まで)を越えている .

又番号の数が制限 (32個 まで)を越
えている。

DOの 入れ子が深すきる
(8段 まで )

手続 き副プログラムが多す ぎる。

(101回 まで ,

プログラム単位が大 きすぎれ

(英字名が多す ぎる)

算術式が複雑すぎる。

次の文の処理に移る .

プログラム単位終了の際に出

される .

次のプログラム単位の処理

に移る

新 しい定義を採用 して続行

このプログラム単位の処理は

行なわず,次のプログラム単
位の処理へ移る .

このプログラム単位の処理を

中断 して,次のプログラム単
位の処理へ移る .

処

終了する

(2り  実行時に出るエラー・ メッセージ

!  種類      内     容

ooo  翻訳 liきに誤りがあった .

o01  Addressの 誤 り。
t代入の際に 変数名等ない l,易所に

データを与え ようとした).
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内 容 処上 1占 :

002

010

100

200

103

手続 きが引用 されたが該当手続 きが

定義されていない .

被演算要素の数が合わない。

手続 き引用の際に引数の数が一致 し

ないことがあった .

作業用領域が足 りない .

計算が複雑すぎる .

役演算要素がいり〈みす ぎている。

演算甲 ,整数化を行なう際に絶対値
が 32767を 越えた ものに対 して行
なった .

17B  Oで 割算を行なった

終了する
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73

(1)

コンパ イル速 度 と実行速度

下記の プ ログ ラムの実 行時 間は Ⅳ=looO, X=LOの とき ***1,

***4の 各部 分がそれぞれ 17秒 ,30秒 ,20秒 ,30秒 である .
O      S‐ 63
0      **ホ  D081F+ADD3
M=03
READ(2′ 100)N′ X3
WRITE(3,100)N′ X3

DO I=1′ N;
l CONTINUE3
M=M+15
WRITE(3′ 100)M3

M=M+13
1=03
1=1+13
1F(1-N)2,3,33
WRITE(3,100)M3
*** CALL3
M

D0 4 1=1′ N3
CALL SUBA(1);
CONTINUE3
WRI TE(3′ 100)M3
***43

D0 5 1=1′ N3
A=1・ 0+4096・ 03
CONTINUE3
WRITE(3,100)M′ A3
STOP3

100 FORMAT(ノ 17,E15o7)3
END3

SUBRoUTINE SUBA(1)3
RETURN3
END3

S C6C F22 000

0 C6F F22 000

1000 1・ 0
0.1000000E+01

0.4096999E+04

--254-―

*** 2, *** 3 ,
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２
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(2)下記のプログラムの実行時‖日]は入出力を含めて約 50秒である

2
3

11

10

12

200

99

203
13

21

4
40
30
20

201

202
41

0

O CD9 EE2 000

DATA
4。 0000
300000
2。 0000
100000
ANSe

O・ 5999999E+00
‐Oo5000001E+00
0。 2596061E‐ 07
0o9999999E-01

S-5 LINEAR EQ・ 3
DIMENSION A(5,6)3
N=43
Nl=N+13
D0 10 1=1,N3
D0 1l J=1,N=
IJ=I― J3
1F(lJ)2,2,33
1J=― IJ3
CONTINUE;
A(I′ J)=N― IJ3
CONTI NUE3
CONTI NUEJ
D0 12 1=1,N;
A(1,Nl)=03
CONTINUE;
A(1,Nl)=13
WRI、TE(3,200)3
FORMAT(′ /10X,4HDATA)3
D0 13 1=1,N3
WRI TE(3,99)3
FORMAT(′ );
D0 13 J=1,N13
WRI TE(3,203)A(1,J)3
FORMAT(F)3
CONTI NUE;
SWEEP OUT;
D0 20 K=1,N3
P=A(K,K)3
Kl=K+13
D0 21 J=Kl,N13
A(K′ J)=A(K′ J)/P'
D0 30 1=1,N3
1F(1‐ K)4,30,43
D0 40 J=Kl,N13
A(1,J)=A(1,J)― A(1,K)*A(K′ J)3
CONTINUE;
CONTINUE;
WRITE(3,201)3
FORMAT(/10X′ 4HANSo),
D0 41 1=1,N3
URI TE(3,202)A(1,Nl);
FORMAT(/5E),
CONTINUE;
STOP3
END3

300000
4。 0000
3o0000
2.0000

2。 0000
3。 0000
400000
3。 0000

1。 0000
2.0000
3。 0000
400000

1。 0000
000000
0o0000
0。 0000
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74 ユーザ・エ リア

プログラム部分とデータ部分をあわせて約 800語 .連立一次方程式は 15元まで解ける .

その他欠の ようなプログラムが実行可能である.(こ のプログラムはFORTRA:N SouRCE

PROGRtt PRINTを 用いないで,テープに穿孔したままタイプしたものである.‐― §7。 5

参 照 .)          .*ホ *3
READ(2,100)N3
D0 1 11=1,N3
D0 2 12=1,N3
D0 3 13=1′ N3
D0 4 14=1,N3

15=1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+13
WRITE(3,100)153

15=1◆ 1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+13
WRI TE(3,100)153

15=1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+13
WRI TE(3,100)153

15=1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1・ 1+1+1+1+1+13
WRITE(3,100)153

15=1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1◆ 1+1+1+1+13
URITE(3,100)153

15=1+1● 1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1● 1+1+1+1+1+13
WRITE(3,loO)153

15=1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1・ 1+1+1+1+1+1+1+1+13
WRI TE(3,100)153

15=l● 1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1◆ 1+1+1+1+1◆ 13

WRI TE(3,100)153

15=1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1◆ 1+1+1+1+1+13
WRI TE(3,100)153

4 CONTINUE3
3 CONTINUE3
2 CONTINUE3
l CONTINUE3
100 FORMAT《 /17)3
STOP3
END3
0
0 F16 F22 000

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

２

２

２

２

２

２

２

２
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75 コンパィラの特徴を示す例題

§6に記したように 自己のコンパィラの特徴を最 もよく発揮するように作成した例題を 3

～ 5題提出してもらったのであるが,最優秀作品について提出されたものは次のとおりであっ

た .

FORTRANプ ログラムの形式を整えてリス トをとるプログラム (プ ログラム・

プリント
ホ
).入 出力の際にA変換を用いた例 である .

*本稿のプログラムは, §7。 4の ものを除いて,すべてこのプログラムによって印
刷したものである.こ ういう方法がとれるので,テ ープは §74の ように左へ寄
せてバンチしてよい.

1 8

FORTR.AN SOURCE PROGRAM PRINTJ
DIMENSION X(10)J
C=0 , D=S , P=0 , S=SEMICOLON ′ B=BLANK , AO=0
PAGE INITIALIZED 3
CALL INT(C,D,P,S,AO,A9,B,PAGE)J
CONTINUEJ
PAGE BEGINNINGJ
WRITE(3,100)PAGEJ
FORMAT(ノノ′17,2H 8 ′ノ)3
LINE=53
CONTINUEJ
LINE BEGINNING3
READ(1,110)A3
FORMAT(/Al)J
I=03
1F(A―AO)3′ 20,213
1F(A―A9)20,20,3 ;
I=I+1メ
X(1)=A3
READ(1,120)AJ
FORMAT(Al)3
GO T0 223
1F(1)5,5,43
STATEMENT NUMBER 3
D0 13 J81,7‐ I=
WRITE(3,130)J
FORMAT(lX)3
D0 23 J=l′ 15
WRITE(3,120)X《 J)3

A9=9

100

110

22
21
20

120

3

4
13
130

23

5

7
140
11

6

9

8

10

50
160

IF(A― B)6,11′ 6J
IF(A― C)6′ 7,6J
COMMENT LINE3
WRITE(3′ 140)3
FORMAT(lX,lHO,6X)3
READ(1,110)AJ
GO T0 553
1F(A―D)8,9,85
CONTROL S J
WRITE(3,120)A3
GO T0 543
1F(A‐P)50,10,505
CONTROL O J
WRITE(3,120)AJ
CALL PCLR(LINE)J
STOP;
STATEMENT BODYJ
WRITE(3,160);
FORMAT(8X)3
GO T0 553

*** FORTRAN SOURCE PROGRAM *** EX。 01
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SUBROUTINE PCLR(X)3
D0 1 1=X,593
l WRITE(3,100)3
100 FORMAT(ノ )3
WRITE(3,110)3

110 FORMAT(/1H― )3
RETURN3
END3

4 8

3t

SUBROUT INE INT (C.' DTPT S.'AO T AgTBTPAGE ) ;
READ( I r I OO ) CtDtPr SrA0 t A9 tRi

I OO FORI'IAT < /7 AL > t
WRITE(3r I 1O)'

lIO FORMAT<//THDATE S )i
READ(2tl2O>t

I 20 FOIIMAT ( 6H ) i
WRITE(3rl3O);

I30 FOI1MAT < /7 HPAGE S );
READ (2t l4O )PAGE'

I 40 FORI'IAT < T7 > 
'WRITE(3r l50)'

I50 FORMAT<//1H-/////3IHr<** FOIITRAN SOURCE PROGRAM *** );
WRITE(3,120)3
CALL PCLR(5)3
RETURN3
END3

2 8

51
55

52
53

150

54

READ(1,12o)A3
wlt I°rE(3,120)A3
1F(A― S)51,52,513
LINE END3
1F(LINE-53)53,53,543
LINE=LINE+13
wllI T E(3′ 150)3
FORMAT(/)3
GO T0 23
PAGE END3
CALL PCLR(LINE)3
PAGE=PAGE+13
GO T0 13
END3
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行列式の値を求めるプログラム.2次元配列を用いた例である .

*** FORTRAN SOURCE PROGRAM *** EX。 02

1 8

3

100

110

4
120

2

1

130

DATA8

O CA4 EF4 000

DET・  OF A(I′ J)メ
DIMENSION A(5,5)3
D0 3 1=1,5′
D0 3 Jヨ 1,53
READ(1,100)ACI′ J)3
CONTINUEJ
FORMAT(F)3
WRITE(3′ 110)3
FORMAT(′ ′ノ10X,4HDATA)3
D0 4 1=f′ 53
WRITE(3,120)メ
D0 4 J=1′ 55
WRITE(3,100)A(I′ J)3
CONTINUE3
FORい嘔AT《 ′》3

D=A(1,1)3
D0 1 1■ 1,43
D0 2 J=I◆ l′ 53
D0 2 K=I+1,53
ACJ,K)=A(J′ K)‐A(I′ K)′A(I′ I)*A《 J′ I)メ
CONTINUE3
D=D*A(I● 1,I● 1)3
CONTINUE3
WRITE(3,130)D3
FOR,〕 賀ヽT(′ /4HDET=′ E)メ
STOPメ
END3

０

２

０

０

０

０

２

４

　

４

DET=  0・ 1200000E+03

&

DATA
l・ 0000
5。 0000
7.0000
8.0000
9。 0000

0・ 0000
2.0000
‐4。 0000
5o0000
-4。 0000

000000
0。 0000
3_0000
2。 0000
-500000

0。 0000
0o0000
0。 0000
4。 0000
2.0000

Oo0000
0。 0000
0.0000
0o0000
5o0000
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II昼≦旦_1 基本外部関数SIN,COSの精度を確かめるプログラム.出力並びに算術式を書

〈ことが許されている.

*** FORTRAN SOURCE PROGRAM *** EXo03

1 8

TEST OF SIN92+COS'2 3
WRITE(3′ 100)3

100 FORMAT(6X,lHX,15X′ 6HSIN(X)′ 10X′ 6HCOS(X),10X′ 7H S'2◆ C92ノ ′)3
DO I X〓 0,1・ 5,0・ 13
WRITE(3,110)X′ SIN(X)′ COS(X),SI N(X),2+COS(X)'23
l CONTINUE"
110 FORMAT(ノ  E′ 2X′ E′ 2X′ E,2X,E)3
STOP3
END3

O C3A F2C 000

SIN(X) COS(X) S'2+C'2X

o.0000000E+00
o.9999999E‐ 01
o。 1999999E+00
0.2999999E+00
0・ 3999999E+00
0。 4999998E+00
0・ 5999997E+00
0・ 6999996E+00
0.7999995E+00
0・ 8999994E+00
o.9999994E+00
o.1099999E+01
o.1199999E+01
0。 1299998E+01
0.1399998E+01
0.1499998E+01

ooo000000E+00
0.9983338E‐ 01
0.1986692E+00
0.2955201E+00
0.3894181E+00
0.4794253E+00
0・ 5646421E+00
0・ 6442173E+00
0.7173557E+00
0・ 7833263E+00
0.8414704E+00
0.8912068E+00
0.9320385E+00
0o9635577E+00
0.9854493E+00
0.9974946E+00

0.9999997E◆ 00
0.9950040E+00
0.9800664E+00
0.9553364E+00
0.9210608E+00
0.8775823E+00
0.8253355E+00
0・ 7648420E000
0・ 6967067E+00
0・ 6216101E+00
0・ 5403025E+00
0.4535965E+00
0・ 3623585E+00
0.2674994E+00
0o1699680E+00
0.7073804E-01

o.9999994E+00
0.9999997E+00
o.9999996E+00
o.9999997E+00
o.9999994E+00
o.9999992E◆ 00
o.9999994E+00
o.9999992E+00
o.9999995E+00
o.9999992E+00
o。 9999992E+00
o.9999994E+00
o.9999994E+00
o.9999992E+00
o.9999994E+00
o.9999994E+00
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階乗を計算するプログラム (30けた )。  出力の際 にA変換を用 いている .

*** FORTRAN SOURCE PROGRAM *** EX 004

1 8

88888 FACTORIAL 888883
DIMENSION IS(50),ID(3)′ LL(3),P(10);
IL=103
1=03
D0 5 K=1,103
READ(1,105)P(K);
5 CONTINUE;
IS(1)=13
D0 10 K=2,IL;
IS(K)=0;
10 CONTINUE3
WRI TE(3,104)タ
20 1F(lS(IL)-1000)25,25,703
25 1=1+13
D0 30 K=1,lL3

30

35
40

45

50

110

125

130

55
135
60

CONTINUEJ
D0 45 K=1,lL-13
1F(IS(K)‐ 1000)45,40′ 403
1S(K)=IS(K)‐ 10003
1S(K+1)=IS(K+1)+1;
GO T0 35J
CONTI NUE;
WRI TE(3,102);
IK=03
D0 60 J=1,lL;
K=IL+1-J3
1F(IS(K))55,55,50;
ISK=IS(K)3
D0 110 L=1,33
LL(L)=13
CONTINUE3
D0 125 L=1,33
N=4-L;
M=I SK/103
LL(N)=I SK― M*10+13
1SK=M;
CONTINUE;
IK=1+IK3
D0 130 L=1,3;
M=LL(L)3
WRI TE(3,105)P(M)3
CONTINUE;
WRITE(3,106)3
GO T0 60;
IF(IK) 135,135,503
WRITE(3,101):
CONTINUE;
WRI TF(3′ 103)I;
GO T0 20′

STOP3
FORMAT(13):
FORMAT(4X)3
FORMAT(′ 10X)3
FORM T(15,ノ ):
FORMAT(/21H****十
F'ORMAT(A);
FORMAT(lX)3
END′

2

70
100
101
102
103
104
105
106

FACTORIAL ****拿 ノ)3

-261-―

「

~~~~~~~~|

1旦二_■上|



lDATA8 0123456789

O D2A E98 000

#*** FACTORIAL *****

001

002

006

024

120

720

005 040

040 320

362 880

003 628 800

039 916 800

479 001 600

006 227 020 800

087 178 291 200

001 307 674 368 000

020 922 789 888 000

355 687 428 096 000

006 402 373 705 728 000

121 645 100 408 832 000

002 432 902 008 176 640 000

051 090 942 171 709 440 000

001 124 000 727 777 607 680 000

025 852 016 738 884 976 640 000

620 448 401 733 239 439 360 000

015 511 210 043 330 985 984 000 000

403 291 461 126 605 635 584 000 000

010 888 869 450 418 352 160 768 000 000

304 888 344 611 713 860 501 504 000 000

841 761 993 739 701 954 543 616 000 000

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29
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LttL■」1 丸め誤差の集積をみるための プログラム.高沢嘉光氏によるプログラム 〔4〕 に手

を加えたものである .

中ホ* FORTRAN SOURCE PROGRAM *中 * EXo05
0      C   TEST OF ROUNDING ERROR   *** PROGRAM NOol
53 M=0;
READ(2,200)MST,MED′ INT,DEF′ DEG′ A3
WRI TE(3,201)3

201 FORMAT(ノ ′′)3
200 FORMAT(F)3
WRI TE(3,110)MB

l10 FORMAT(1,lH+);
D0 10 1=l,103
WRITE(3,103)3

103 FORMAT(5H― ‐‐‐+)3
10 CONTINUE3
WRI TE(3,105)3

105 FORMAT(′ )3
S=Oo03
T80003
M8MST‐ I NT3
MM813
50 M=M+INT;
G8M3
G81′ G3

i二 ::G;|
CALL CuT(X,A):
T8T+X3
CALL CUT(T,A)3
ERR● (S‐ T)ノ T3
N8MM‐ MM■ 5中 53
1F(N)70,71′ 703
71 WRITE(3′ 110)MM3
00 T0 72,
70 WRITE(3,108)3
108 FORMAT(7X,lHl)3
72 Nl日 ERR′ DEF3
N18Nl●253
N2・ S′ DEG3
NO=253
1F(Nl‐ 25)61,61′ 623
61 NO=N13
N18253

NN80,
D0 60 1・ 1′ 503
:F(1‐ N2)63,73′ 633
73 WRITE(3′ 109)3
NN口 NN◆ 13

60 T0 673
63 1F(I‐ NO)65′ 64′ 643
64 1F(1‐ Nl)66′ 66′ 653
65 WRITE(3,106)3

66

106
107
109
67
60
69

60 T0 603
WRITE(3,107)3
NN8NN+13
GO T0 67:
FORMAT(lX)3
FORMAT(lH中 )3
FORMAT(lHo)3
1F(NN‐ NM)60′ 69,693
CONTINUE;
URITE(3′ 105)3
MMBMM+13
1F(MED‐ M)50,53′ 503
STOP3
END3

SUBROUTINE CUT(X′ A)3
V81003
X“ lo000001*X3
42 1F(X‐ A)43,43,413
43 X=1000*X3
V8001中 V:
GO T0 423
41 NN8X+0053
X=V*NN3
RETURN3
END3
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8。 専門審 査委 員名簿

このコンクールの実施のために編成された専門審査委員会の構成 メンパは,審査終了の時点

(S4は 11.24現在)で,次のとおりである.

専門審査委員名簿 (順不同,敬称略 )

委員長  森 口 繁 一  東京大学工学部教授

委 員  高 橋 澄 夫   (財 )情報処理開発センター・技術部長

西 野 博 二   電子技術総合研究所・ソフトウエア部長

中 西 貞 大  文部省・初等甲等教育局職業教育課長

水 町   浩*  山形大学教育学部助教授

伏 .見 正 則** 埼玉大学教養学部助教授

戸 田 英 雄*  電子技術総合研究所・プログラム研究室長

前 野 年 紀ホ  立教大学理学部助手

郎
*  
都立商業教育共同実習所

助
*  
北豊島工業高等学校教諭

恵   CEC中 央電子 (株 )社長

藤 田   明  富士通 (株 )文教営業部業務課長

古 り|1 義 博   日本電気 (株 )産業 ォー トメーション事業部営業技術課長

松 隈 良 材   東京芝浦電気(株 )電算機 システム技術部数理システム課長

三 浦 金 三   松下通信工業 (株)制御部方式開発課

山 下 嘉 昭   (株 )日立製作所・ コンピュータ第二事業部第ニシステム部

課長代理

山 崎 登季雄  三菱 ブレシジョン(株 )営業第 3課

和久田 仙 司  沖電気工業 (株 )ノ フ トウエア事業部

* 作業部会 メンバ .
**渡米のため昭和 46年 8月退任 .

9.む すび

以上のような次第で, このコンクールは大きい威果をあげて終了した .「挑戦」はみごとに

成功 したといえよう.この成功には専門委員各位の非常な熱意と努力,関係 メーカ各社の理解

と協力, 協会事務局の熱心なはたらきが貢献していることはいうまでもないが,それは一方に

おいて直接には参加者諸君の卓抜な発想と効率のよい作業ぶりのたまものであり, またそうい

う活動を可能にし,促進するような空気が,社会に存在していることが確認されたともいえる

入賞した作品はいずれも立派なものであるが,それ以外のものがみんなダメだったというわ

けではない。もうちょっとのところで,締切り日に間に合わなかったとか,機械時間の関係で

作業予定が狂ってしまって途甲で放棄せざるをえなかったとか,その他いろいろな事情で残念
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な思いをしてかられる向きもあろうと想像する。

ともか 〈これて, ミニコンピュータの常駐コンパィラの一つの可能性が確証されたわけであ

る.「 ミニコンでさえこれだけのことがやれるのだから‥」 というわけで, もっと大きい機種

にもこの効果が波及することが期待 できょう.ま た ,と 〈に作品の評価方法については,作業

部会の創意 と工夫に よって,一つの良い例が作 られたと思 う.

今後 とも, この ようなコンクールがときどきは行なわれてよいであろう.その際今回の経験

はいろいろと参考になる点があると思い,やや詳 しくコンクールの諸側面にわたって記述 した

のである.そ ういう意味で本稿は,さ きに公表された報告 (〔 3〕 )の内容を含み, これを補足

拡充したものであるといえる.

引用文献

〔1, コンピュータ教育に関する報告書 第 1集 (昭和44年度分),日本経営情報開発|;務会 ,

教育問題研究委員会,昭和 45年 5月 .

〔2J I司 第2集 (陥和45年度分), 1司,昭和46年 5月 .
〔3〕  ミニコンピュータにおけるFORTRANコ ンパイラ開発コンクール報告書, 日本経営情
報開発協会, コンパィラ開発コンクール審査委員会,昭和 46年 12月 3日 .

〔4」 高沢嘉光,ナ ノビコ教室出題および解答,『 bit』 1971年 5月号,p。 502;8月 号,
pp.744-・ 745。
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本 PDF ファイルは 1972 年発行の「第 13回プログラミング―シンポジウム報告集」をスキャン
し、項目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。

この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式 Web サイト
の https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html に下記「過去のプログラミング・シン
ポジウム報告集の利用許諾について」を掲載して、権利者の捜索をおこないました。そのうえで同意
をいただいたもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会に帰属
することになっています。

プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、この改訂
がシンポジウム内部で徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (=情報処理学
会電子図書館)で公開されているにも拘らず、古い報告集には公開されていないものが少からず
ありました。

プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、それ以前
の報告集も含め、この度学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去のすべての報
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